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論文の内容および審査の要旨
　 この学 位 申請 論 文 の一 次審 査 会 は,平 成20年
12月4日 に開催 され た。 申請 論文 の 内容 は以下
の ようで ある。
　 コイ　(Ｃyprinus　carpio　L)の 味上 皮組織 か ら
クローニ ングに よ り得 られた数種 のア ミノ酸部 分
配列 の うち,哺 乳 類のGタ ンパ ク質 と して知 られ,
化学受 容 に関連 す るGo1fおよび苦 味受容 に関連 す
る α一gustducin(G1α)と相 同性 の高 い ク ロー ン を
選び,そ れ らの抗 体 を作 製 して,そ のGタ ンパ ク
質の上 皮細胞 にお ける局在 を調べ,ほ 乳類 のGタ
ンパ ク質 と比較検討す ることを 目的 と した。
　既 に得 られ てい るコ イのGタ ンパ ク質 クロー ン
の,遺 伝 子情 報処 理 ソ フ トウ ェ ア(GENETYX-
MAC　ver　14.0)によ るホモ ロジ ー検 索 の結果 か ら,
Go1fと相 同性 の高 い ク ロー ンB-10と,　G1αと相 同
性 の高 い ク ロー ンB-11を選 択 し,そ れ ぞれ の ア
ミノ酸配列 中のペプチ ド"PVSIDNPSNQPRAE"
と"IDFGDAARADDARQLFVLAG"を抗 原 ペ
プ チ ド と し て ウ サ ギ 抗 血 清(anti-B10と
anti-B-11)を作 製 し,味 上皮 組 織(ヒゲ)にお い
て免疫 組織化学 的検 索 を行 った。 また,市 販 の齧
歯 類で作製 された抗体,anti一α一gustducin(Gαgust,
Ｉ-20,Santa　Cruz　Bio.　Inc.)を,魚類 とほ乳 類
の化学受 容 に関連 す るG蛋 白質 の差 を検 定す るた
め に免疫組織 化学実験 に使 用 した。
　 得 られ た結 果 は,
　 1)コ イの嗅上皮 と味上皮の薄切 片 を作成 して,
anti-B-10を用 いて抗 原抗体 反応 を観察 した とこ
ろ,コ イの嗅上皮細胞 全体 に非特異 的 に免疫 陽性
反応 を認 めた。 また,コ イの ヒゲ上皮で も非特異
的 に免疫 陽性 反 応 を呈 し,ク ロー ンB-10は非 特
異 的に上皮 細胞 に存在 す るGolfの一 つで ある こと
が推察 された。 しかし,一部の味細胞にも陽性反
応が観察 されたことから,味蕾中の細胞では特異
的に発現 しているGタンパク質である。このこと
は,抗 原 と し たB-10のア ミ ノ 酸 配 列
"PVSIDNPSNQPRAE"が化学受容 に関連する
Gタンパ ク質の一部であることを示唆 してお り,
今後の実験 によって明らかにしてゆ く必要がある。
　 2)anti-B11では,コ イ味上皮 の味蕾の中の
一部の細胞だけに特異的に免疫陽性反応が見 られ
た。 しかし,嗅上皮の切片では免疫陽性反応は観
察 されなかった。また,ラッ トの味上皮(有郭乳頭)
では,anti-B11に対 して免疫 陽性反応 は全 く観
察 されなか った。 この ことか ら,anti-B11の抗
原ペプチ ドは齧歯類のGタ ンパク質とは異 なって
いることが判明した。
　 3)市 販 の齧 歯類 で作 製 され た抗体で あ る
anti一α一gustducin(Gαgust,Ｉ-20,　Santa　Cruz　Bio.
Inc.)を使用 した免疫組織化学実験か ら,コ イで
は免疫陽性反応は観察 されなかった。
　 これらのことから,魚 類の味細胞にも哺乳類と
類似 した特異的に発現す るGタンパク質が存在 し,
特定の味細胞によって苦味物質の受容が行われて
いることが示唆されたが,魚 類とほ乳類のGタン
パ ク質が全 く異なった部分配列があることが確認
された。
　 審査委員会では,ま ず申請者 より研究内容の要
旨を説明させ,次 いで審査委員より申請者にたい
して口頭試問を行った。口頭試問では,① 学位申
請論文に関わる基本的な知識,② 申請論文の学問
的な意義,③Gタ ンパ ク質 とその役割は何か,な
どについて質問を行い,申 請者 はいずれの質問に
たいしても適切に回答 した。その他,嗅 上皮の結
果に対 して少 し説明を入れた方がよいとの指摘が
あり 論文に付け加えさせ ることとした。また,
誤字 ・脱字のある箇所 も指摘 され訂正することと
した。
　 審査の結果,本 審査委員会は,申 請論文の内容
は新奇性を持ち,申 請者の学識と人柄 などを鑑み
て,博 士の学位 を授与す るのに十分に値するもの
と認めた。
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